
年 月 日 （ 土 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

0 4

0 4

番 番

No. 号 号 No.

分 2 年 21 1 3 年 分

分 2 年 9 22 1 年 HT 分

分 2 年 11 20 1 年 分

分 1 年 5 5 2 年 分

分 1 年 2 2 3 年 13 分

分 1 年 13 14 2 年 HT 分

分 2 年 7 8 2 年 分

分 3 年 8 6 2 年 分

分 1 年 3 7 3 年 分

分 1 年 6 11 2 年 分

分 2 年 4 10 3 年 分

分 年 12 2 年 分

分 年 3 3 年 分 22

分 年 9 3 年 分 14

分 年 4 2 年 分 2

分 年 19 1 年 分

分 年 21 1 年 分

分 年 24 1 年 分

分 年 15 2 年 分

分 年 17 2 年 分

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 14 0 － 1

分 14 0 － 2

分 6 0 － 3

分 14 0 － 4

分 0 － 5

分 10 0 － 6

分 11 0 － 7

分 10 0 － 8

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会
兵庫県高体連サッカー部令和４年度兵庫県高等学校総合体育大会サッカー競技 女子の部 三位決定戦 【15】

日  時 2022 6 4 11 00 キックオフ 会  場  三木総合防災公園第２陸上競技場

天  候 晴れ 風 弱風 ピッチ 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 20 ／  PK戦

運営責任者 笠原  弘樹 会場主任 平家　義久 記  録 宮脇  加奈 鈴木  隆広 観 衆 121

主  審 的崎  睦子 副審１ 西嶋  咲音 副審２ 徳山 麻実子 第４の審判員 川嶋  美鈴

 チーム名 kick off

0

前半

8

 チーム名

蒼  開  高  校 後半 六甲アイランド高校
延前

○×  先 PK戦 先  ○×

選手番号 P

K

戦

延後 P

K

戦

選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 境  有咲子上川　麗亜 GK

DF 影本 真衣夢吉田　優佑 DF

DF 合原　理央 1前平　   華 DF

DF 木内　美里木野 亜矢乃 DF

DF 横山 こころ三木　冴華 DF

MF 孝久 ことね 5***柏木　和花 MF

MF 今井　   華 1 3藤田　寿花 MF

MF 土井　天音 1*久保 美萌菜 MF

MF 金井　   綾 3田中　里菜 MF

FW 筒井　望月 1*野口　和樂 FW

FW 中田　歩果 2 2**炬口 愛実瑠 FW

GK 磯部　美晴

DF 粟賀　花音

DF 片山　元乃

DF 安達 紗耶夏 1

DF 合原　理央

MF 中村　陽菜

MF 松本　彩音

FW 坂本　優菜

FW 池内 菜々子

警・退 氏　　名 事 由

0 0 0

前半 チーム合計 前半 後半 合 計 時 間時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

9 6 3 Ｇ Ｋ

シュート 9 11 20

7 90 0 0 Ｃ Ｋ 2

2 1 3

6 3 3

2 直接ＦＫ 2 0 23 1

0 0 0 Ｐ Ｋ

間接ＦＫ 0 0 0

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0 0

得

点

経

過

6 六甲アイ 孝久 左 ⑩

7 六甲アイ 孝久 中央

→ ⑭ Ｓ

19 六甲アイ 土井 CK ④ ∩ ⑥ ＨＳ

⑪ → ⑭ Ｓ

24 六甲アイ 孝久 左 ⑩ → ⑭ Ｓ

42 六甲アイ ＯＧ

52 六甲アイ 筒井 CK ④

Ｓ43 六甲アイ 中田 左 ⑩ ～

× ⑪ Ｓ

⑩ Ｓ53 六甲アイ 中田 中央 ⑧ →

戦

評

戦評者 所 属 有  馬・県西宮 氏 名 浅野・竹嶋

雲１つない快晴の中、両チーム4-4-2の布陣で試合が始まった。ていねいにパスを繋ぎサイド攻撃を徹底する六甲アイランド高校に対し、シン

プルに相手DF裏へボールを運び、前線からプレスをかける蒼開高校という形で試合が進んだ。序盤は、前線からプレスをかける蒼開高校が六甲

アイランド陣地で試合を進めたが、徐々に六甲アイランド高校もサイド攻撃で押し返し、6分に左サイドを突破した⑩中田から中央の⑭孝久へと

繋げ、先制点を挙げた。これで勢いを得た六甲アイランド高校は、ていねいなパス回しでボールを支配し、ピッチを広く使った両サイドからの

攻撃で蒼開高校ゴールに迫った。特に⑦金井のサイド突破が効果的で、左サイドを起点に得点を重ね、4-0で前半を折り返した。後半に入って

も六甲アイランド高校がボールを支配する形は続いたが、蒼開高校も⑪前平、⑤木野の両CBを中心に六甲アイランドの攻撃に対応した。42分

に右CKから六甲アイランド高校が得点を得ると六甲アイランド高校が立て続けに得点を挙げて、リードを広げた。終盤、蒼開高校は⑦藤田、⑥

野口を中心にボールを繋ぎ、六甲アイランド高校ゴールに迫ったが、得点を挙げることができず、8-0で試合が終了した。両チームともボール

際での競り合いに気迫があり、各チームの長所が発揮された試合であった。選手権大会に向けて、両チームの更なる飛躍を期待する。


